
肝癌診療ガイドラインが2021年10月に改訂された。ガイドライ

ンの中で頻用されるものはアルゴリズムであるが、診断アルゴリ

ズムでは本版からCTとMRIと2つのアルゴリズムに分けられ、Gd-

EOB-DTPA MRIがより診断に重要とされるようになった。治療アル

ゴリズムでは本邦で行った多施設共同ランダム化比較試験にて肝

切除とラジオ波焼灼術（RFA）を比較したSURF試験の結果を反映

して3cm以下、3個以下では切除とRFAは等しく推奨されるように

なり、RFAの役割がさらに重要になった。肝外転移や脈管侵襲お

よび多発例では薬物療法が推奨されている。近年肝細胞癌に対す

る薬物療法の進歩も目覚ましく、昨年からがん免疫療法が用いる

ことができるようになり、本邦では6つの治療レジメを用いるこ

とができることから本改訂から新たに薬物療法アルゴリズムが追

加された。

今回、改訂された肝癌診療ガイドラインを中心に、リソースの

限られたなかで重要性の増したRFAを適切に行うための注意点、

最近さらにポジティブな結果が報告されている肝細胞癌に対する

がん免疫療法の最新の話題を含めて概説する。

肝細胞癌治療の最前線
改訂診療ガイドラインから
最新の薬物療法のエビデンスまで
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第２回消化器外科治療学セミナー・北信がんプロFD講演会

※このセミナーは北信がんプロe-learning科目の演習対象です。

マスク着用のうえ、ご参加願います。

Webexでの参加も可能。ご希望の方は
d-gakuin@kanazawa-med.ac.jpまで
お問い合わせください。


